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１ 特集下関港海岸
下関では、台風襲来に伴う高潮被害が発生してきました。今回は、災害に強いまちづくりに寄与する下

関港海岸の整備状況と下関港海岸（山陽地区）の背後企業の投資状況についてお届けします。

下関市の南側、周防灘に面した下関港海岸は、その地形特性から台風襲来に伴う高潮によって、
家屋の浸水や高波による国道の通行止めなどが発生し、住民や立地企業に大きな被害をもたらし
てきました。

長府・壇ノ浦地区から山陽地区に至る下関港海岸では、国と市の連携による高潮対策事業を実
施しています。国直轄事業のうち、７工区（ナフコ手前）が整備完了間近です。

市街地の浸水

下関港海岸の整備によって、地域住民の生命・財産の防護、立地企業の経済的損失の回避につ
ながることなどが影響し、背後企業等の新たな投資に結びついています。

７工区（全景）

７工区（歩道）
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新川水門

下関港では、新港地区の泊地、長府・壇ノ浦地区の7工区(黒門～黒門南地区)、新川水門(長府扇町付近)
等、着々と工事が進んでいます。

浚渫（新港地区）

新川水門

被覆ブロック製作（長州出島）

りっこう りっこう

2月10日（火）～2月13日（金）にかけて山口県立下関工科高校の生徒さん２名がインターンシップに参
加されました。「港湾や海岸の現場見学を通して、水理実験場や船から見る海岸整備事業などとても印象
に残り参考になった。」ということでした。次は社会人としてお会いできることを楽しみにしています。

11月２日（日）、『下関海響マラソン2025』
が開催されました。風が強く、厳しいレース
に下関港湾事務所有志も参加。全員完走する
ことによって、大会を盛り上げることができ
ました。一緒に練習している仲間とも走り、
記録より記憶に残る最高の大会でした！

2月26日（木）、下関商工会館にて第23回 下
関港地方港湾審議会が開催されました。
地方港湾審議会とは、港湾の開発及び管理運

営を適正円滑に行い、広く地域住民、学識経験
者、港湾管理者などの意見を港湾行政に反映さ
せるため、港湾法に基づいて設置しているもの
です。今回の港湾計画変更内容は、立地企業の
要請に基づき長府地区において専用埠頭計画を
追加するもので、原案の通り、下関港管理委員
会へ答申することとなりました。（右図参考）



ご意見・ご感想をお聞かせください。

３
下関港のクルーズ客船
寄港予定→

令和６年６月日入港 ヘリテージアドベンチャラー(長州出島)

12月11日（木）、「リゾナーレ下関」開業とともに夜を彩る美しいドローンアートイベントが開催され
ました。夜空に光る「ふく」や「錨」のアート、本当に美しく、素敵でした。生まれ変わるあるかぽーと
が、地域活性化に大きく貢献します。

10月25日（土）、『馬関みなとまつり2025』を開催し、関門航路ではたらく船と
して、当局所管の清掃兼油回収船「がんりゅう」の一般公開を行いました。小雨に
も関わらず、たくさんの方にご乗船頂き大盛況となりました。

インバウンド観光の本格回復が期待されており、下関港に続々と国際クルーズ客船が

入港しています。下関港のクルーズ船寄港実績、予定は QRコードよりご覧下さい。

４月からPort News作成・掲載を担当させていただき、もうすぐ一年が経とうとしてい
ます。以前の編集後記で、今年は去年よりも更に下関の魅力を伝えられるように発刊さ
せていただきましたが、下関港の魅力をしっかり伝えることができていたでしょうか。
少しでも伝わっていたらいいなと思います。来年からは担当が変わりますがPortNews及

び下関港湾事務所Xは続きますので、来年度も引き続き宜しくお願い致します。(柴田)


